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ブラジルの⾦融市場動向
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ブラジル・レアルは、対円、対米ドルともに
下落しました。また、2年国債⾦利は低下しま
した。トランプ米⼤統領がG20⼤阪サミットで
中国に対して追加関税を賦課する可能性を示唆
したことで、リスク回避の動きから新興国通貨
全般の売りが進み、ブラジル・レアルも売られ
ました。

年⾦改⾰については、下院議会での法案承認
に必要な賛成票が既に集まっているとの⾒⽅が
強まっています。また、下院議会での票決が7
⽉中に⾏われる可能性があると示唆され、市場
では好感されました。

経済指標に関しては、6⽉のIPCA-15インフレ
率が発表され、前年・前⽉比ともに市場予想を
下回る内容となりました。また、国家通貨審議
会から2022年のインフレ目標を3.5%（許容範
囲 ±1.5% ） と す る こ と が 発 表 さ れ ま し た
（2019年は4.25%許容範囲±1.5%）。

先週の回顧

今週は鉱工業生産や各種PMI（購買担当者指
数）などの経済指標の発表が予定されています。

先日、ブラジル中央銀⾏から2019年のGDP
（国内総生産）成⻑率予想が発表され、前回の
3⽉に発表された2.0%から0.8%に⼤幅に引き
下げられました。また、足元では第2四半期の
GDP成⻑率がマイナスになる可能性についても
言及されています。仮に2四半期連続のマイナ
ス成⻑となればテクニカル・リセッションに陥
るため、年⾦改⾰の動向のみならず、経済指標
についても注視していきたいと思います。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

ブラジル ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

ブラジル・レアル 為替推移
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